
平成２６年７月１１日（金） 第１１８６号 

宮古市立津軽石中学校２・３年生 
２０名が山田宮古道路を見学しました 
 三陸沿岸道路「山田宮古道路」は、震災復興のリーディングプロジェクトとして、平成
２９年度の開通を目指し、従来にないスピードで工事を進めています。 
 このたび、地元の宮古市立津軽石中学校から、「『地域について学ぶ』をテーマとする
総合的な学習の一環として、復興最前線の現場を地域の未来を担う子ども達にぜひ間近で
見せたい」とのご要望を受け、平成２６年７月３日（木）に中学２・３年生２０名及び教
職員２名の皆さんを対象に、現場見学会を実施しました。 
  
  位置図 

 三陸沿岸道路 山田宮古道路（山田～宮古南）は、山田町山田から宮古市金浜を結ぶ約
１４ｋｍの自動車専用道路です。 
 現道の線形不良区間、津波浸水区間を回避し、走行性が向上するとともに、所要時間
の短縮により主要港湾（釜石港）へのアクセス性向上、救急医療施設への速達性向上等
の効果が期待されます。平成２９年度の開通を目指します。 

 ひとくちメモ・・・三陸沿岸道路  山田宮古道路（山田～宮古南） 

N 

見学場所① 
豊間根川橋（仮称） 

工事現場 

見学場所② 
山田第２トンネル 
（仮称）北側抗口 

津軽石中学校 

見学場所③④ 
根井沢地区・ 

馬越地区工事現場 



▲三陸国道事務所 佐々木建設監督官が 
三陸沿岸道路の概要や整備効果を説明 

現場見学会の様子 

▲トンネルの内壁にコンクリートを吹き付
ける大型機械の遠隔操作をいざ体験！ 

▲トンネル工事の大型機械をバックに記念撮影 
ありがとう！また来てね！ 

▲山田第２トンネル（仮称）の北側坑口 
ここから機械を使って掘り始めます 

▲ノズルの向きや角度を一生懸命動かして、 
初めて触れる機械にみんな喜んでいました！ 

参加した生徒の皆さんからは、 
・道路のつくり方を聞いておどろきました 
・トンネル工事の機械に興味を持ちました 
・少しずつ復興が進んでいることを実感しま 
 した 
などの感想をいただきました。 
どうもありがとうございました。 
 
 三陸国道事務所では、地域の小中学校が 
行う「総合的な学習の時間」の授業に対し、
より実践的な学習ができるよう、現場見学 
や各種施設の見学会、出張出前講座などを 
通じた協力を行っています。 くわしくは、 
三陸国道事務所 地域づくり相談室 
０１９３－７１－１７１１ までお気軽に。 
 
 


	スライド番号 1
	スライド番号 2

